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２－３校友会パソコン同好会（２０１７年度第２回）           2017.04.24 J.Katoh 

 

WORDでお絵描きⅡ 

Ⅰ．Wordの図形入力を活用して図形を描き、色を付ける。（梅の例） 

 （中級編） 

１．梅の花作る 

（１）円を五つ描き、梅の花の形に組み合わせる。 

 

 

 

 

 

 

 

①「挿入」タブ、「図形」から円形を選択し、画面上で左上隅から 

右下隅までドラックして図を描く。 

 

SHIFT キーを押しながら、この動作

をすると真円が描ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②描いた円は既定の色で塗りつぶされているので、 

リボン部「図形のスタイル」の項から「図形の塗りつぶ

し」の▼をクリックし、「塗りつぶしなし」に設定する。 

 

 

＜描画時の便利わざ＞ 

[Shift]キーを押しながらドラッグすると、   

・直線や矢印は水平や垂直などが容易にける。  

・四角や円の場合は、真円や正方形が描ける。  

・その他の形状は基本形状の縦横比を保って描ける。  

[Ctrl]キーを押しながらドラックすると中心を基点に四角や円が描ける。 

 

 

 

 



2 

③描いた円を選択した状態で、「図形の枠線」の▼を 

クリックし、縁取り色を赤に変更する。 

 

 

④５弁の花びらにするため、図形を選択した状態で 

「Ctrl」+「D」キーを押す。 

押す回数だけコピーができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤５弁を正五角形に配置するため下絵としての正五角形を、図形の挿入を用いて作画する。 

 （円の直径の１．５倍程度の５角形を描くとよい） 

 

⑥円を選択して、円の中心が５角形の頂点に来るように 

ドラッグして、順次配置する。 

（円の中心は図形選択時のハンドルが付いた四角枠線

の小さい□の交点が中心なので、目安とすると良い） 

 

 

⑦５個を移動し終わったら、５角形を選択し、 

「DELETE」きーで削除する。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧花びらを一つクリックし選択した後、「Ctrl」キーを押しながら他の４つを 

順次クリックして５つの花びらを全て選択する。 

 

⑨この状態で「図形の塗りつぶし」で赤色（その他の色から茶色系の赤 

など、任意の色）を選択して塗つぶす。 
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⑩この状態（５個の花びらが選択されている）で、リボンの配置の項目から 

グループ化の▼を選択して、グループ化をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左図の様に５弁のの花びらが一つの花として図形化される。 

 

 

 

 

 

 

（２）次にグループ化した花をコピーして、元の花（下側）の色を縁取りの色（例えば茶色）に変える。 

①もとの花を選択し、「Ctrl」を押しながらドラッグするとその位置にコピーされる。 

 

②コピーした図の色を縁取りの色にするため、例えば茶色に塗りつぶ

す。（「図形の塗りつぶし」機能を活用する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③茶色にした図形を背面にし、赤色の花を前面するため、リボン部の配置の

項の「背面に移動」の▼をクリックし、「背面へ移動」をクリックする 
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  ④内側の花（赤色）を選択する。選択できたかどうか確認のため、 

少しﾄﾞラック（クリックしたまま動かしてみるとわかる） 

 

⑤角の□にカーソルを合わせて外側の花（茶色）より一回り小さくする。 

 

⑥この時左右、上下を均等に動かさないと、比率が崩れてしまうので 

注意を要する。 

 

 

 

  ⑦ピタリと重なるようにドラッグする。 

 

 

 

 

 

 

（３）めしべを作る 

 ①図形を活用し、（円と線）作図し、色を付ける。 

  ○と線をグループ化しておく。 

 

 

 ②適当な本数をコピー（Ctrl＋D）し、ハンドルマークを使用して図形の根元を中心に放射状に配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤円形に配置したら後、全体をグループ化した後、サイズを 

  花に合わせて縮小し、中心に配置する。 
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（４）梅の蕾を作図する。 

①図形から月形を二つ描き、少しずらす。 

 

②その上に楕円を二つ、同様に少しずらして重ねる。 

 

③楕円１を赤、楕円２を茶色ががった赤、額を茶色で塗りつぶす。 

 

④各部分の図を選択（CTRL を押しながら図をクリックする）し、 

「書式」タブの配置の項から、グループ化をクリックして一つの図 

としてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤花と蕾のサイズを調整するため、蕾を少し縮小する。 

（図の角の〇にカーソルを合わせてサイズを変更する。） 

 

 

 

 

 

（５）全体を構成する（花と蕾を配置する） 

 

①花のサイズをそれぞれ適宜変更して配置する。 

 

 

②蕾も同様にサイズを変え、回転させたりして配置する。 
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③左下部にカーソルを置き、図形のアーチを選択し、挿入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④アーチを細

長く伸ばし、ハンドル部分にカーソルを当てて回転させ、枝

の位置に配置する。 

 

⑤次に△を選択、挿入し、細く伸ばして、枝の先にする。 

 

 

⑥枝部分の「枠線はなし」、塗りつぶし色は焦げ茶 

色にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


